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　多
様
化
す
る
葬
儀
の
カ
タ

チ
。
「
今
の
葬
儀
っ
て
ど
ん

な
も
の
？
」
と
い
う
人
は
湘

和
会
館
渋
沢
で
行
わ
れ
る
見

学
会
に
参
加
し
て
み
て
は
。

会
場
で
は
《
想
い
出
の
品
々

で
人
柄
を
表
現
す
る
葬
儀
》

の
提
案
を
は
じ
め
、
毎
回
好

評
の
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
教
室
」
や
通
夜
料
理

の
試
食
も
あ
る
そ
う
。
個
別

の
相
談
も
で
き
る
と
い
う
。

時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後

２
時
。
詳
細
は"

０
１
２

０
・
２
４
・
８
１
３
０
へ
。

最
新
の
葬
送
提
案
＆
相
談
会

８
／
30
㈯ 

湘
和
会
館 

渋
沢
に
て

同社オリジナルの葬送を提案

----- 入れ子用データ用台紙 -----
A001395660

平安レイサービ ス（株）湘和会館鶴巻（秦野）.indd

家族の貸切空間で
ゆっくりと偲び送る

年間約7,800件のご葬儀をお手伝いする へいあんグループ「平安レイサービス㈱」直営

　湘和会堂秦野の姉妹店である「湘
和会館鶴巻」。今回は同館の特長や
取り組みについて館長の下村さん
に話を聞きました。

　
は
い
。
病
院
な
ど

か
ら
直
接
当
館
に
お

連
れ
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
24
時
間
ご
面

会
に
お
越
し
い
た
だ

け
ま
す
。ま
た
、館
内

―
も
し
も
の
時
の
ご

安
置
か
ら
対
応
し
て

い
る
と
か
？

―
ど
の
よ
う
な
お
式
が

で
き
ま
す
か
？

に
は
浴
室
や
寝
具
を
完

備
し
た
控
室
も
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
通
夜
の
晩

も
付
き
添
っ
て
い
た
だ

け
ま
す
。

『追悼壇』と大型スピーカーでの音楽葬

控室で一晩語らう光景も

　
近
頃
は
そ
の
方
ら
し

さ
の
伝
わ
る
ご
葬
儀
を 下村館長

追 悼 壇：商標登録第5471289号追 悼 壇：商標登録第5471289号

落ち着いた雰囲気の貸切個室にご安置

望
ま
れ
る
ご
家
族
も
増

え
て
お
り
ま
す
。
当
社
で

は
写
真
や
愛
用
品
で
人

柄
を
表
現
す
る「
追
悼

壇
」
や
、
想
い
出
の
曲
を

原
曲
さ
な
が
ら
に
再
現

す
る「
オ
ー
ル
ホ
ー
ン
ス

ピ
ー
カ
ー
」
な
ど
、
要
望

に
合
わ
せ
て
自
由
に
お

選
び
い
た
だ
け
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
葬
送
を
ご
提
案

し
て
い
ま
す
。

数名の家族葬から対応している

本館・別館貸切型葬祭施設　湘和会館 鶴巻

互助会利用もご相談ください

0120-24-813022365日24時間対応 コールセンター

※匿名相談可資料請求やメール相談は しょうわ 鶴巻

月・水・土・日10～16時：施設見学・相談受付
国道246号線「桜坂」信号そば／駐車場完備

家族葬の
≪一日葬プラン≫

家族葬の
≪一日葬プラン≫

395,400円
（税込434,940円）
詳細はホームページへ

別館 貴殯室（きひんしつ）

新設

花園灯り：意匠登録第1397595号

夜間スタッフ

秦野市曽屋1011 ☎0463-84-0222
セレモニーホール富士見斎場
委細面談。まずは電話にてご連絡ください。

月15日程度
午後5時半～翌朝8時半

月　給

勤　務

内　容

19万5,000円～

急募

夜間の電話対応、館内巡回など

富士見斎場で働くスタッフを募集します

入
船
あ
金
土
市

土
曜
は
朝
市

を
開
催
！
新
鮮
な
朝
ど
れ
地

場
野
菜
、
惣
菜
、
切
花
な
ど

が
格
安
価
格
で
提
供
さ
れ

る
。
土
曜
限
定
で
刃
物
砥
ぎ

も
実
施
（
包
丁
１
本
５
０
０

円
）
。
朝
市
会
場
は
イ
オ
ン

秦
野
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
正
門
近
く
の
根
倉
た
た

み
店
前
の
特
設
売
り
場
。

　問
林
動
物
病
院
☎
０
４
６

３
・
８
２
・
９
２
５
９

　入
船
商
興
会
で
８
月
29
日

㈮
・
30
日
㈯
、
恒
例
「
入
船

あ
金
土
市
」
が
行
わ
れ
る
。

参
加
店
約
20
店
舗
で
買
物
す

る
と
ボ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　ま
た
、
土
曜
日
午
前
９
時

～
正
午
は
好
評
の
「
朝
市
」

こ
の
旗
が
目
印

8月29・30日

デ
ー
」
60
歳
以
上
入
館
料
１

８
５
０
円
※
年
齢
確
認
あ
り

◎
水
曜
日
「
サ
ウ
ナ
イ
ベ
ン

ト
開
催
」
◎
木
曜
日
「
ポ
イ

ン
ト
入
館
優
待
デ
ー
」
※
１

２
５
０
Ｐ
で
入
館
◎
金
曜
日

「
メ
ン
ズ
デ
ー
」
男
性
入
館

料
１
８
５
０
円
◎
土
曜
日

｢

ち
び
っ
こ
デ
ー｣

小
学
生
／

幼
児
入
館
料
４
０
０
円
引
※

価
格
は
全
て
税
込
み

　
▽
14
日
㈰
／
「
熱
波
師
山

賊
Ｄ
ａ
ｉ
さ
ん
登
場
」
Ｈ
Ｐ

か
ら
予
約
（
先
着
10
人
）
▽

15
日
㈪
／
19
時
～
：
マ
ジ
ッ

ク
＆
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
シ
ョ
ー

▽
17
日
㈬
／
14
時
～
先
着
15

人
：
み
ず
き
小
夜
子
カ
ラ
オ

ケ
教
室
▽
17
日
㈬
／
11
～
16

時
：
「
出
張
ネ
イ
ル
サ
ロ

ン
」
Ｈ
Ｐ
か
ら
予
約
（
先
着

５
人
）
▽
21
日
㈰
／
14
～
14

時
40
分
：
新
企
画
「
リ
ズ
ム

体
操
」
Ｈ
Ｐ
か
ら
予
約
（
先

着
15
人
）
※
講
師
は
「
Ｆ
ｒ

　
は
だ
の
館
「
周
年
祭
」
９

月
13
日
㈯
～
19
日
㈮
ま
で
。

　
◎
月
曜
日
「
レ
デ
ィ
ー
ス

デ
ー
」
女
性
入
館
料
１
８
５

０
円
◎
火
曜
日
「
シ
ニ
ア

万葉の湯 はだの館

９月イベント案内

ｅ
ｅ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｆ
ｕ
ｎ 

Ｆ
ｉ

ｔ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
」
▽
21
日
㈰
／

10
時
～
：
新
企
画
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
デ
ー
」
大
人
１
人
に
つ

き
、
小
学
生
以
下
１
人
入
館

無
料
▽
23
日
㈫
／
14
時
～
：

歌
謡
シ
ョ
ー
♪
小
川
た
け
る

さ
ん
・
葉
月
理
絵
さ
ん
▽
26

日
㈮
：
風
呂
の
日
「
ポ
イ
ン

ト
３
倍
デ
ー
」
▽
27
日
㈯
／

15
～
16
時
30
分
：
「
ヨ
ガ
体

験
教
室
」
Ｈ
Ｐ
か
ら
予
約

（
先
着
10
人
）
▽
28
日
㈰
／

10
～
21
時
：
男
女
石
風
呂
フ

ラ
ワ
ー
バ
ス
※
状
況
に
よ
り

変
更
あ
り
。

　
問
同
館
☎
０
４
６
３
・
８

５
・
４
１
２
６

今号で興味を持った記事、印象に残って
いる記事など感想を書いて、郵便番号、住

所、氏名、年齢、職業、電話番号を明記の上、ハガキ
（〒257-0003秦野市南矢名一丁目5-13-4F）かE-mail
（hadano@townnews.co.jp）またはFAX（0463・77・
3337）で、タウンニュース秦野編集室「万葉の湯」係ま
で。締め切りは2025年9月5日㈮消印有効。当選者の発
表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。※ご応
募いただいた情報は発送以外の目的には使用しません。

応 募

湯河原温泉から毎日はこ
ばれる本物の温泉を楽し
める万葉の湯はだの館

■万葉の湯はだの館 ☎０４６３・８５・４１２６

読者プレゼント読者プレゼント読者プレゼント
万葉の湯 はだの館
無料招待券を５組１０名様に

イ
ン
ハ
イ
で
ベ
ス
ト
８

硬
式
テ
ニ
ス
・
浦
中
颯
太
さ
ん

　早
稲
田
実
業
高
校
２
年
の

浦
中
颯
太
さ
ん
（
秦
野
市
戸

川
在
住
）
が
、
７
月
28
日
～

８
月
４
日
に
広
島
県
で
開
催

さ
れ
た
硬
式
テ
ニ
ス
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
の
男
子
団
体
戦
・

シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
の

３
種
目
で
出
場
。
団
体
戦
・

ダ
ブ
ル
ス
で
ベ
ス
ト
32
、
シ

ン
グ
ル
ス
で
ベ
ス
ト
８
に

な
っ
た
。

　昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

団
体
戦
に
出
場
し
、
経
験
を

積
ん
で
い
た
浦
中
さ
ん
。
２

年
生
に
な
っ
た
今
年
、
団
体

戦
に
加
え
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ

ブ
ル
ス
に
も
初
挑
戦
し
た
。

｢

周
り
に
恵
ま
れ
た｣

　「
楽
し
く
」
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
挑
ん
だ
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
。
大
会
を
振
り
返
り
、

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は

チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
指
導
者
の

サ
ポ
ー
ト
だ
。
「
最
も
苦
戦

し
た
」
と
い
う
大
会
初
日
の

４
試
合
目
で
は
、
３
対
３
の

重
要
な
場
面
で
両
足
が
つ
る

ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
。
そ
ん
な

中
で
も
「
メ
ン
バ
ー
や
先

生
、
コ
ー
チ
の
応
援
で
何
と

か
勝
て
た
」
。
ま
た
大
会
期

間
中
、
自
身
の
シ
ン
グ
ル
ス

の
試
合
の
た
め
、
同
期
の
選

手
が
残
っ
て
練
習
相
手
に

な
っ
て
く
れ
た
そ
う
。
そ
の

結
果
、
初
め
て
挑
ん
だ
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
シ
ン
グ
ル
ス
で
ベ

ス
ト
８
に
。
試
合
直
後
は
実

感
が
な
か
っ
た
と
い
う
が
、

チ
ー
ム
メ
イ
ト
か
ら
の
「
お

め
で
と
う
」
の
連
絡
を
見

て
、
徐
々
に
う
れ
し
さ
が
こ

み
あ
げ
て
き
た
と
い
う
。

浦中颯太さん

　イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
終
え
、

部
の
主
将
に
な
っ
た
浦
中
さ

ん
。
来
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
向
け
、
「
チ
ー
ム
全
員
の

力
で
団
体
戦
優
勝
、
シ
ン
グ

ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
で
ベ
ス
ト

４
を
目
指
し
た
い
」
と
目
標

を
掲
げ
る
。
自
身
は
、
９
月

末
か
ら
始
ま
る
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
東
京
都
代
表
に
も

選
ば
れ
て
い
る
。
「
ま
ず
は

そ
こ
で
良
い
プ
レ
ー
が
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と

意
気
込
ん
だ
。

地元で探そうあなたの仕事！

■求人広告のご用命は…
　タウンニュース秦野編集室 
　☎０４６３・７７・３３３１へ。
　～記者が原稿作成いたします～

求　人
コーナー

トヨタシエンタトヨタシエンタ

廃
車
処
分
な
ら
カ
ー
ラ
ッ
シ
ュ

ど
ん
な
車
も
３
万
円
以
上
で
買
取
り

詳しくは www.carrush.info

　不
要
な
車
の
処
分
を
お
考
え
な
ら
、
高
価
買
取
の
カ
ー

ラ
ッ
シ
ュ
に
お
任
せ
を
。
ど
ん
な
車
も
自
走
で
き
れ
ば
３

万
円
以
上
（
軽
１
万
円
〜
）
で
買

い
取
り
ま
す
。
電
話
一
本
で
無
料

出
張
引
取
。書
類
手
続
き
も
無
料
。

■
カ
ー
ラ
ッ
シ
ュ
／
☎
０
４
２
・

７
１
４
・
１
１
４
２
／
秦
野
・

伊
勢
原
エ
リ
ア
担
当
志
村

3万円で買取りました！3万円で買取りました！

ギフト券の進呈については、ギフト券コードをご登録いただいたメールアドレス
またはLINEアカウントにお送りいたします。

ご登録はコチラ！

メール版タウンニュースまたは、タウンニュースfor LINEにご登録いただいている読者限定で毎月開催されます。

メール・LINEで
タウンニュースの
記事が読めます！

読者限定プレゼント！
Amazonギフト券

毎月 名様に当たる！ メール版
タウンニュース

タウンニュース
for LINEor

　
１
３
１
機
の
ア
メ
リ
カ
軍

Ｂ
︱
29
爆
撃
機
に
よ
る
甲
府

空
襲
。
山
梨
県
甲
府
市
愛
宕

町
に
住
ん
で
い
た
田
中
忠
良

さ
ん
（
90
・
秦
野
市
堀
川
）

は
、
家
の
両
側
か
ら
迫
る
炎

か
ら
逃
れ
避
難
し
た
愛
宕
山

で
「
メ
ラ
メ
ラ
と
燃
え
る
甲

府
駅
を
見
た
」
と
話
す
。

　
戦
時
中
、
山
梨
県
師
範
学

校
附
属
国
民
学
校
に
通
っ
て

い
た
田
中
さ
ん
。
「
昇
降
口

に
真
珠
湾
で
戦
死
し
た
九
軍

神
の
写
真
が
あ
り
、
最
敬
礼

し
て
教
室
に
向
か
っ
た
」
と

当
時
を
語
る
。
鉄
棒
に
身
長

と
同
じ
く
ら
い
の
木
刀
を
打

ち
込
む
訓
練
や
、
整
列
し
て

木
刀
を
持
ち
、
片
道
20
分
の

武
田
神
社
に
か
け
足
行
進
し

た
記
憶
が
あ
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
Ｂ
︱
29
が
南
か
ら

飛
来
し
、
身
延
線
の
線
路
を

目
印
に
進
路
を
変
え
東
（
東

京
方
面
）
へ
消
え
て
い
く
。

そ
の
た
び
に
空
襲
警
報
が
鳴

り
、
校
庭
の
隅
に
穴
を
掘
り

木
材
や
土
を
被
せ
た
簡
素
な

防
空
壕
に
身
を
潜
め
た
。

　
そ
の
際
、
教
師
か
ら
名
前

を
呼
ば
れ
歴
代
天
皇
を
そ
ら

ん
じ
た
。
「
天
皇
陛
下
の
た

め
に
死
ぬ
の
は
当
た
り
前
、

天
皇
は
神
様
だ
と
教
え
ら
れ

て
い
た
」
と
振
り
返
る
。

　
そ
し
て
１
９
４
５
年
７
月

７
日
。
戦
地
に
送
る
慰
問
袋

を
作
り
就
寝
し
た
の
ち
、
空

襲
で
甲
府
の
ま
ち
は
焼
け
野

原
に
。
自
宅
は
塀
だ
け
を
残

し
全
て
焼
け
て
い
た
。

大
隊
を
率
い
た
兄

　
も
う
一
つ
覚
え
て
い
る
の

が
、
成
績
優
秀
で
周
り
よ
り

１
年
早
く
士
官
学
校
に
入
っ

た
15
歳
年
上
の
兄
。
25
歳
の

時
に
満
州
に
い
た
兄
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
出
征
し
大
隊

を
率
い
た
と
い
う
。

　
生
還
し
た
兄
は
戦
争
に
つ

い
て
何
も
語
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
過
酷
さ
は
兄
自
身
が
残

し
た
本
『
戦
車
第
二
師
団
　

機
動
歩
兵
第
二
連
隊
　
比
島

捷
号
作
戦
の
経
過
と
結
果
』

や
、
兄
の
死
後
に
甥
（
兄
の

息
子
）
が
ま
と
め
た
２
冊
の

記
録
で
知
っ
た
。

　
記
録
に
よ
る
と
、
７
０
０

人
い
た
大
隊
の
生
存
者
は
わ

ず
か
35
人
。
戦
闘
よ
り
食
料

不
足
に
よ
る
死
者
が
深
刻

で
、
ネ
ズ
ミ
を
食
べ
た
な
ど

戦
地
で
の
自
活
が
記
述
さ
れ

て
い
る
。
過
酷
な
状
況
か
ら

精
神
に
異
常
を
き
た
し
、
自

死
を
選
ぶ
者
も
い
た
。

　
田
中
さ
ん
は
、
「
自
分
も

年
だ
し
、
病
気
も
あ
る
。
今

の
う
ち
に
話
す
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。

燃
え
る
ま
ち
と
語
ら
ぬ
兄

田
中
忠
良
さ
ん
の
記
憶

語り継ぐ
記憶

80年
戦後

当時の記憶を語る田中さん

田中さんの兄と甥がまとめた記録

練習を見
守るマス

コット・

ロドリゲ
ス

音響を流すタイミングも重要 小学生からもらった感想文が宝物

演技の練習中 大切なことは
黒板にメモ

演技の練習中この日の練習に参加した部員たち

　
秋
は
文
化
祭
の
季
節
。
演
劇
部
が
あ
る
秦
野
高
校
と
秦
野
曽
屋
高
校
で
は
、
９

月
の
文
化
祭
で
上
演
す
る
劇
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
文
化
祭
を
前
に
、
両

校
の
演
劇
部
に
部
の
雰
囲
気
や
特
徴
、
劇
の
見
ど
こ
ろ
、
演
劇
へ
の
思
い
な
ど
を

取
材
し
た
。

に
。
頼
り
に
し
て
い
た
３
年

生
も
引
退
し
、
環
境
も
大
き

く
変
わ
っ
た
。
大
変
な
こ
と

も
あ
る
が
、
そ
の
分
「
や
り

が
い
を
感
じ
る
」
と
部
員
た

ち
は
意
欲
的
だ
。
「
専
門
知

識
が
つ
い
て
ド
ラ
マ
や
ア
ニ

メ
を
見
て
も
演
出
の
方
法
な

ど
に
目
が
い
く
よ
う
に
な
っ

た
」
と
日
々
成
長
を
実
感
し

て
い
る
。
文
化
祭
で
披
露
す

る
劇
は
そ
の
後
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
、
10
月
の
地
区
大

会
で
も
演
じ
て
い
く
。
「
ま

ず
は
県
大
会
に
行
き
た
い
。

自
分
た
ち
が
作
っ
た
も
の
が

認
め
ら
れ
れ
ば
う
れ
し
い
」

と
意
気
込
み
を
話
す
。

　
台
本
か
ら
演
出
ま
で
部
員

た
ち
が
考
え
、
作
り
上
げ
て

き
た
今
回
の
劇
。
文
化
祭
で

は
昨
年
度
ま
で
の
秦
野
高
校

と
は
全
く
違
う
雰
囲
気
の
劇

を
見
ら
れ
そ
う
だ
。

　
秦
野
高
校
の
文
化
祭
・
広

陵
祭
は
９
月
５
日
㈮
・
６
日

㈯
一
般
公
開
。
演
劇
部
は
両

日
と
も
午
後
１
時
か
ら
上
演

開
始
。

秦
野
曽
屋
高
校
演
劇
部

　
秦
野
曽
屋
高
校
演
劇
部

（
劇
団
名
・
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ 

Ｌ

ａ
ｂ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
／
山

本
栄
一
顧
問
）
は
、
現
在
部

員
３
年
生
３
人
、
２
年
生
３

人
の
６
人
で
活
動
し
て
い

る
。

　
現
３
年
生
が
入
学
し
た
時

に
は
３
年
生
部
員
が
３
人
在

籍
す
る
の
み
で
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
１
度
も
公
演
を
行

え
な
か
っ
た
そ
う
。
演
劇
部

の
顧
問
経
験
が
あ
る
山
本
教

諭
が
着
任
し
て
か
ら
体
制
が

整
い
、
年
間
３
回
の
公
演
を

定
期
的
に
行
え
る
ま
で
に
活

動
状
況
が
回
復
し
た
。

　
８
月
21
日
の
取
材
で
は
、

文
化
祭
に
向
け
て
部
員
４
人

が
集
ま
り
、
立
稽
古
や
当
日

ま
で
に
用
意
す
る
道
具
の
確

認
を
行
っ
て
い
た
。

役
者
の
魅
力
を
生
か
す

　
文
化
祭
で
披
露
す
る
劇
の

台
本
は
、
台
本
配
布
サ
イ
ト

「
は
り
こ
の
ト
ラ
の
穴
」
か

ら
選
ん
だ
『
丹
波
ツ
ル
ギ
は

わ
か
ら
ず
や
。
』
（
作
者
・

御
子
柴
ひ
つ
じ
）
。
思
っ
た

こ
と
を
す
ぐ
口
に
し
て
し
ま

い
、
デ
リ
カ
シ
ー
の
な
い
高

校
生
・
丹
波
ツ
ル
ギ
の
言
動

に
よ
っ
て
周
囲
の
友
人
た
ち

が
抱
え
て
い
た
悩
み
や
秘
密

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
物

語
。
１
年
生
が
探
し
て
き
た

台
本
を
採
用
し
た
と
い
う
。

「
部
員
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

合
っ
た
役
が
多
く
、
役
者
の

魅
力
が
出
る
台
本
だ
と
思
い

ま
す
」
と
部
長
の
戸
田
大ひ

ろ
と翔

さ
ん
（
３
年
）
は
話
す
。

観
客
の
た
め
日
々
研
鑽

　
７
月
に
は
、
市
内
の
演

劇
・
人
形
劇
団
体
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
「
サ
マ
ー
シ
ア

タ
ー
」
に
出
演
。
参
加
団
体

の
一
つ
「
劇
団
ぴ
ー
な
っ

つ
」
の
小
学
生
か
ら
劇
の
感

想
を
書
い
た
手
紙
を
も
ら

い
、
演
じ
る
楽
し
さ
を
改
め

て
実
感
し
た
そ
う
。
少
人
数

で
「
ゆ
る
い
雰
囲
気
」
の
部

活
だ
と
い
う
が
、
練
習
が
始

ま
る
と
全
員
が
真
剣
な
ま
な

ざ
し
に
。
「
こ
こ
の
背
中
を

押
す
と
こ
ろ
、
も
っ
と
強
く

押
し
た
方
が
良
さ
そ
う
」

「
こ
こ
は
上
手
か
ら
出
た
方

が
い
い
ね
」
。
全
て
は
見
る

人
の
た
め
に
―
。
学
年
の
垣

根
を
超
え
、
自
由
に
意
見
を

交
わ
し
作
品
を
作
っ
て
い

く
。
台
本
は
既
存
の
も
の
を

選
ん
だ
が
、
部
の
色
が
出
た

劇
に
仕
上
が
り
そ
う
だ
。

　
秦
野
曽
屋
高
校
の
文
化

祭
・
秋
輝
祭
は
９
月
６
日
㈯

一
般
公
開
。
演
劇
部
は
午
前

11
時
か
ら
上
演
予
定
。

半
数
以
上
が
未
経
験
で
入
部

　
秦
野
高
校
・
秦
野
曽
屋
高
校
の
演
劇
部
を
取
材

し
、
部
員
は
大
半
が
演
劇
未
経
験
者
だ
っ
た
こ
と
が

分
か
っ
た
。
秦
野
高
校
は
部
員
10
人
中
８
人
が
、
曽

屋
高
校
は
６
人
中
４
人
が
高
校
か
ら
演
劇
を
始
め
て

い
る
。
「
コ
ロ
ナ
禍
や
少
子
化
を
受
け
文
化
部
は
人

集
め
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
特
に
演
劇
部
は
中
学
校

に
部
活
が
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
経
験
者
が
少
な

い
」
と
曽
屋
高
校
演
劇
部
顧
問
の
山
本
栄
一
教
諭
は

話
す
。
秦
野
市
内
の
中
学
校
で
も
、
演
劇
部
が
あ
る

の
は
９
校
中
２
校
の
み
だ
。

　
未
経
験
か
ら
演
劇
部
に
入
っ
た
理
由
と
し
て
「
劇

団
四
季
に
憧
れ
て
い
た
」
「
部
活
動
紹
介
で
先
輩
の

演
技
を
見
て
ひ
と
め
ぼ
れ
」
な
ど
演
技
に
興
味
が

あ
っ
た
人
の
他
、
照
明
や
音
響
な
ど
裏
方
を
や
り
た

く
て
入
部
し
た
人
も
い
る
と
い
う
。

　
実
際
、
演
劇
部
に
入
っ
て
ど
う
だ
っ
た
の
か
―
。

「
演
じ
て
い
る
時
は
自
分
と
違
う
自
分
に
な
れ
る
」

「
お
客
さ
ん
が
感
動
し
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
」

「
み
ん
な
で
舞
台
を
作
り
上
げ
る
の
が
楽
し
い
」
と

い
っ
た
感
想
を
両
校
の
部
員
は
話
す
。
演
技
中
の
没

入
感
、
観
客
の
心
を
変
え
ら
れ
る
爽
快
感
、
仲
間
と

舞
台
を
作
っ
た
達
成
感
が
魅
力
の
よ
う
だ
。

秦
野
高
校
演
劇
部

　
秦
野
高
校
演
劇
部
（
劇
団

名
・
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ 

Ｆ
ａ
ｃ
ｔ

ｏ
ｒ
ｙ
／
矢
野
悟
顧
問
）
は

今
年
１
月
に
創
部
以
来
初
の

関
東
大
会
出
場
を
果
た
し

た
。
現
在
３
年
生
は
引
退

し
、
１
・
２
年
生
合
わ
せ
た

部
員
10
人
で
活
動
し
て
い

る
。

　
８
月
19
日
の
練
習
に
は
６

人
の
部
員
が
参
加
。
台
本
を

覚
え
な
が
ら
、
セ
リ
フ
合
わ

せ
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
台
本
で

　
取
材
時
は
台
本
が
仕
上

が
っ
て
間
も
な
く
、
タ
イ
ト

ル
も
未
定
。
部
長
の
栗
原
明め

い

咲さ

さ
ん
（
２
年
）
が
手
が
け

た
も
の
だ
。
思
春
期
特
有
の

人
間
関
係
の
悩
み
な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
た
作
品
だ
と
い

う
。
「
中
学
時
代
や
高
１
の

時
な
ど
周
囲
の
環
境
が
変

わ
っ
て
苦
労
し
た
時
の
気
持

ち
を
元
に
し
た
。
同
じ
思
い

を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
に
刺

さ
る
内
容
に
な
れ
ば
」
と
台

本
に
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

語
る
栗
原
さ
ん
。
７
人
が
役

者
と
し
て
、
３
人
が
音
楽
や

演
出
を
担
当
し
10
人
全
員
で

舞
台
を
作
り
上
げ
る
。

環
境
変
化
乗
り
越
え

　
最
上
級
生
と
し
て
部
を
牽

引
す
る
２
年
生
は
「
関
東
大

会
出
場
の
実
績
は
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
で
も
あ
る
」
と
苦
笑

い
。
関
東
大
会
出
場
時
の
台

本
は
前
顧
問
が
手
が
け
て
い

た
が
、
春
か
ら
顧
問
が
変
わ

り
生
徒
が
台
本
を
書
く
よ
う

文
化
祭
直
前
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

高
校
演
劇
、
舞
台
裏
に
迫
る

半数以上が未経験で入部
　秦野高校・秦野曽屋高校の演劇部を取材し、部員は大半が演劇未経験者だったことが分かっ
た。秦野高校は部員10人中８人が、曽屋高校は６人中４人が高校から演劇を始めている。「コロ
ナ禍や少子化を受け文化部は人集めに苦労しています。特に演劇部は中学校に部活がないこ
とが多いので、経験者が少ない」と曽屋高校演劇部顧問の山本栄一教諭は話す。秦野市内の中
学校でも、演劇部があるのは９校中２校のみだ。
　未経験から演劇部に入った理由として「劇団四季に憧れていた」「部活動紹介で先輩の演技
を見てひとめぼれ」など演技に興味があった人の他、照明や音響など裏方をやりたくて入部し
た人もいるという。
　実際、演劇部に入ってどうだったのか―。「演じている時は自分と違う自分になれる」「お客さ
んが感動してくれるのがうれしい」「みんなで舞台を作り上げるのが楽しい」といった感想を両
校の部員は話す。演技中の没入感、観客の心を変えられる爽快感、仲間と舞台を作った達成感
が魅力のようだ。

▼Web用
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はだの歴史博物館　企画展

はだの歴史博物館

安居院庄七 草山貞胤とその門人たち

TEL.0463-87-5542 月曜日・9/16・17・24・10/14・15・11/4・5
（9/15・10/13・11/3は開館）休館日秦野市堀山下380-3

　第30回全国報徳サミット秦野市大会の開催にあわせて、市
内出身で報徳を広めた功労者である安居院庄七と草山貞胤及
びその門人をとりあげ、報徳の考え方に基づく農業技術の向
上による農村振興の取り組みが後に秦野を銘葉産地にして
いったことなどを紹介する。

2025年9月6日㈯～11月16日㈰会 期

午前9時～午後5時（入館は4時30分まで）時 間

当博物館 第1企画展示室場 所 無料入館料

作
品
募
集
案
内

第
55
回
秦
野
市
展

　秦野市は市民の芸術文化の振興を図ることを目的に、日頃の芸術活動の成果を発表する場
として中学生を除く15歳以上の市民・市内在勤者等を対象として毎秋、公募展『秦野市展』を開
催している。今年はメタックス体育館はだの（総合体育館）メインアリーナを会場に10月21日㈫
～25日㈯（各日午前10時～午後5時、最終日は正午まで）に写真・書道・美術の各部門で作品を
展示。開催要項・出品票は各公民館、駅連絡所及び文化振興課（教育庁舎1階）、市役所ホーム
ページから入手できる。募集作品の搬入（受付）日時・場所は以下の通り。

　秦野市は市民の芸術文化の振興を図ることを目的に、日頃の芸術活動の成果を発表する場
として中学生を除く15歳以上の市民・市内在勤者等を対象として毎秋、公募展『秦野市展』を開
催している。今年はメタックス体育館はだの（総合体育館）メインアリーナを会場に10月21日㈫
～25日㈯（各日午前10時～午後5時、最終日は正午まで）に写真・書道・美術の各部門で作品を
展示。開催要項・出品票は各公民館、駅連絡所及び文化振興課（教育庁舎1階）、市役所ホーム
ページから入手できる。募集作品の搬入（受付）日時・場所は以下の通り。

問い合わせ　秦野市文化振興課℡.0463-86-6309
※搬入（受付）は代理人も可※指定日時に搬入（受付）が困難な場合、事前に相談を

受付期限：10月3日㈮まで
受付方法：電子申請で受付

写
真
の
部

一般部門

次世代部門（29歳以下）

搬入日時：10月19日㈰
　　　　  午前10時～午後1時
搬入場所：メタックス体育館
　　　　 はだのメインアリーナ

書
道
の
部

一般部門
搬入日時：10月19日㈰
　　　　　午前9時30分～午前10時30分
搬入場所：メタックス体育館はだのメインアリーナ

美
術
の
部

一般部門
搬入日時：10月19日㈰
　　　　  午前10時～午後1時
搬入場所：メタックス体育館はだのメインアリーナ


